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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
長
江
流
域
の
村
落
を
対
象
に
、
村
落
の
変
化
に
関
す
る

地
域
的
な
共
通
性
と
相
違
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
か
ら
四
〇
年
ほ
ど
前
、
集
団
化
時
代
の
農
村
は
、
食
糧
生
産
を

中
心
と
し
た
い
わ
ば
自
給
的
経
済
で
あ
り
、
市
場
も
計
画
経
済
の
も

と
で
資
源
を
分
配
す
る
だ
け
の
機
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
人
民
公

社
が
解
体
し
市
場
経
済
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
、
一
部
の
村
落
は
比
較

的
裕
福
に
な
っ
た
が
、
貧
困
状
態
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
て
い
る
村
落

も
多
い
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
村
落
の
変
化
に
大
き
な
差
が
生
じ
た

﹇
河
原1999

﹈。

　

中
国
に
お
け
る
村
落
の
変
化
は
、
農
産
物
の
商
品
化
や
流
通
の
広

域
化
を
通
じ
て
、
ま
ず
沿
岸
域
の
大
都
市
近
郊
の
農
村
か
ら
始
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
内
陸
部
の
村
落
に
も
徐
々
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
た
だ
、
ひ
と
こ
と
で
村
落
の
変
化
と
い
っ
て
も
、
住
宅

が
新
築
さ
れ
村
落
景
観
が
一
変
し
た
村
や
、
上
・
下
水
道
や
道
路
交

通
網
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
め
ら
れ
た
村
、
大
き
な
変
化
が
み

ら
れ
な
い
村
な
ど
、
そ
の
変
化
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
村
落
の
変
化
が
生
活
様
式
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
衛
生
状
態
、

交
通
網
、
教
育
レ
ベ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
変
化
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
村
落
の
変
化
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
大
き
く
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
発
展
す
る
都
市
と
の
対
比
か
ら
村
落
の
変
化
を
捉
え
よ

う
と
し
た
研
究
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
基

村
落
の
変
化
を
ど
う
捉
え
る
か 
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づ
い
て
村
落
の
変
化
を
具
体
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

前
者
に
関
し
て
は
、
村
落
と
都
市
の
違
い
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

り
、
村
落
を
都
市
と
対
比
さ
せ
、
そ
の
特
徴
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
過
去
、
村
落
と
都
市
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

面
で
そ
の
違
い
が
容
易
に
指
摘
で
き
た
。
し
か
し
、
現
在
、
村
落
に

お
け
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
両
者
の
違
い
を
指
摘
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
く
な
っ
た
﹇V

lahov and G
alea 2002

﹈。
こ
う
し

た
な
か
先
行
研
究
で
は
、
教
育
や
健
康
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
﹇Yach et 

al . 1990

﹈、
人
口
サ
イ
ズ
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
、
電
話
や
郵
便
と
い
っ

た
公
共
サ
ー
ビ
ス
﹇M

cD
ade and A

dair 2001

﹈、
ま
た
農
業
従
事

者
の
割
合
や
人
口
密
度
、
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
﹇M

ontgom
ery et al . 

2003

﹈
と
い
っ
た
側
面
か
ら
、
近
年
の
村
落
の
変
化
や
都
市
と
の
差

異
を
考
察
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
研
究
に
よ
り
、
村
落
の
ど
の
分
野
が
都
市
と
異
な
る
の
か

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
は
、
村
落
と
都
市

を
二
項
対
立
的
な
構
図
（the urban-rural dichotom

y

）
の
な
か
で

捉
え
て
い
る
た
め
、
村
落
の
変
化
に
ど
の
よ
う
な
連
続
性
が
あ
る
の

か
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
﹇C

ham
pion and H

ugo 2004

﹈。
ま

た
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
で
は
、
現
状
の
評
価
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
変
化
の
地
域
性
や
要
因
も
十
分
に
検
討
さ
れ

て
い
な
い
。

　

一
方
、
村
落
の
変
化
を
具
体
的
に
捉
え
た
先
行
研
究
は
、
人
類
学

と
社
会
学
の
分
野
に
多
く
み
ら
れ
る
。
中
国
の
村
落
を
取
り
上
げ
た

研
究
で
は
、
砂
漠
緑
化
や
封
山
育
林
と
い
っ
た
政
策
に
注
目
し
、
そ

れ
が
当
該
村
落
に
与
え
た
変
化
を
考
察
し
た
も
の
（
例
え
ば
、
篠
原

﹇2004

﹈、
任
﹇2005

﹈）、
地
域
の
経
済
発
展
に
よ
る
人
び
と
の
生
活

や
生
業
の
変
化
を
民
族
誌
的
に
捉
え
た
も
の
（
例
え
ば
、
費

﹇1986

﹈、
劉
﹇2004

﹈）、
ダ
ム
や
鉄
道
、
空
港
建
設
に
よ
る
移
民
問

題
を
取
り
上
げ
、
移
住
後
の
村
落
に
お
け
る
生
活
の
変
化
を
捉
え
た

も
の
（
例
え
ば
、
程
﹇2003

﹈、
李
﹇2004

﹈）、
少
数
民
族
地
区
に

お
け
る
伝
統
的
な
生
活
様
式
や
習
慣
の
変
化
を
捉
え
た
も
の
（
例
え

ば
、
賈
﹇2005

﹈、
蒙
﹇2008

﹈）
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
研
究
成
果
か
ら
は
、
国
家
政
策
や
経
済
発
展
が
村

落
で
の
生
活
や
生
業
、
慣
習
、
衛
生
状
態
、
教
育
レ
ベ
ル
に
大
き
な

変
化
を
与
え
た
事
実
が
み
て
と
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
先
行
研
究

は
、
当
該
社
会
の
変
化
を
事
例
記
述
し
た
だ
け
の
も
の
が
多
く
﹇
王

1997 : 115

﹈、
ま
た
調
査
対
象
地
が
華
北
や
華
南
の
沿
岸
域
に
偏
っ

て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
﹇
喬1995 :  18

、
孫2005 :  89

﹈。

　

こ
う
し
た
な
か
周
大
鳴
は
村
落
の
都
市
化
に
言
及
し
て
い
る
。
一

般
に
、
都
市
化
の
過
程
で
は
、
農
民
が
城
鎮
（
都
市
）
に
集
中
す
る

こ
と
は
避
け
て
通
れ
な
い
が
、
中
国
で
は
戸
籍
制
度
な
ど
の
影
響
で

農
民
の
都
市
へ
の
流
入
が
制
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
周
は
中
国
の
村
落
の
都
市
化
に
は
、
も
と
も
と
の
都
市
が
拡

大
す
る
か
、
あ
る
い
は
村
落
が
市
街
地
化
す
る
か
と
い
う
二
つ
の
プ

ロ
セ
ス
が
あ
る
と
し
た
﹇
周1996

﹈。
そ
し
て
、
後
者
に
関
し
て

は
、
⑴
村
落
の
集
鎮
化
（
非
農
業
人
口
を
主
と
す
る
町
）、
⑵
集
鎮
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の
市
鎮
化
（
や
や
大
き
な
町
、
中
都
市
）、
⑶
市
鎮
の
大
都
市
化
、

⑷
大
都
市
の
国
際
都
市
化
と
い
う
四
つ
の
段
階
が
あ
る
と
し
た
。

　

こ
の
指
摘
は
、
村
落
の
変
化
を
農
業
・
非
農
業
人
口
の
割
合
の
変

化
と
い
っ
た
単
純
な
軸
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
様
式
や
イ
ン
フ

ラ
と
い
っ
た
多
面
的
な
側
面
か
ら
述
べ
て
い
る
点
が
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
研
究
は
、
⑴
調
査
対
象
地
が
広
東
省
の
鎮
や
市
で
あ

り
、
す
で
に
あ
る
程
度
発
展
し
た
地
域
の
事
例
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
、
⑵
調
査
の
方
法
が
明
確
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
分
析
過
程
を

経
て
都
市
化
の
考
察
に
至
っ
た
の
か
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
⑶
村
落

の
集
鎮
化
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
り
、
ま
た
生
活
や
イ

ン
フ
ラ
が
具
体
的
に
ど
う
変
化
し
た
の
か
と
い
っ
た
内
容
も
明
確
で

は
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
村
落
が
急
激
に
変
化
す
る
な
か
、
そ
の
変

化
に
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
地

域
性
は
あ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
尺
度
で
村
落
の
変
化
を
評
価

す
る
の
か
と
い
っ
た
方
法
論
に
関
わ
る
問
題
も
十
分
に
考
察
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
都
市
と
農
村
、
農

村
間
の
格
差
が
顕
在
化
し
て
い
る
中
国
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
の
理

解
と
解
決
へ
の
知
見
を
得
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
長
江
流
域
の
村
落
を
対
象
に
、
指
標
を
用
い
て
村

落
の
変
化
を
捉
え
、
そ
の
変
化
の
地
域
的
な
共
通
性
と
相
違
性
を
考

察
す
る
。

一
　
調
査
の
方
法
と
調
査
対
象
地

　

本
研
究
で
は
、
村
落
の
変
化
を
評
価
す
る
た
め
に
指
標
を
用
い

る
。
指
標
を
利
用
し
て
村
落
を
評
価
し
た
研
究
に
は
、「
人
口
」、

「
農
業
従
事
者
の
割
合
」、「
衛
生
」
の
分
野
か
ら
な
る
指
標
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
村
落
を
評
価
し
た
研
究
成
果
が
あ
る
﹇C

ham
pion 

and H
ugo 2004

﹈。
彼
ら
の
指
標
は
、
指
数
が
計
三
〇
点
で
あ
り
、

計
二
三
点
以
上
が
都
市
（U

rban

）、
計
一
七
点
以
下
が
農
村

（R
ural

）
と
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
指
標
の
項
目
が
少
な
い
も

の
の
、
ほ
か
の
村
落
と
比
較
で
き
る
点
が
評
価
で
き
る
。

　

こ
の
成
果
を
踏
ま
えM

onda

ら
は
、
村
落
の
変
化
と
健
康
転
換

の
関
係
を
調
査
す
る
際
に
指
標
を
利
用
し
て
い
る
﹇M

onda et al . 
2007

﹈。
こ
の
指
標
は
、「
人
口
」、「
農
業
従
事
者
の
割
合
」、「
通
信
」、

「
教
育
」、「
交
通
」、「
健
康
」、「
市
場
」、「
衛
生
」、「
住
宅
」、「
経
済
」
と

い
う
一
〇
の
分
野
か
ら
な
り
、D

eVellis

の
方
法﹇D

eVellis 2003

﹈

に
よ
っ
て
指
標
の
信
頼
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
標
は
、
若

干
の
問
題
点
（
後
述
）
も
あ
る
が
、
対
象
と
す
る
村
落
を
多
角
的
に

評
価
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
点
は
優
れ
て
い
る
。
本
研
究

で
は
、
こ
の
指
標
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
上
で
中
国
の
村
落

の
現
状
に
合
わ
せ
て
指
標
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
。

　

表
１
は
、
本
研
究
で
使
用
し
た
調
査
項
目
と
指
数
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
は
、
例
え
ば
教
育
分
野
で
あ
れ



表１　指標項目とその指数

１：人口（Population）
　 500人 以 下（1）、－1,000（2）、－2,000（3）、－4,000
（4）、－6,000（5）、－8,000（6）、－10,000（7）、－
15,000（8）、－20,000（9）、＞20,000（10）

２：農業従事者の割合（Households engaged in agriculture）
　 95％以上 （1）、94－75％ （2）、74－55％ （4）、54－35％
（6）、34－15％ （8）、14％以下 （10）

３：通信（Communication）
　 郵便局（2）、新聞販売所（2）、固定電話（2）、携帯電
話（2）、インターネット（1）、有線（1）

４：教育（Education）
　 幼稚園（2）、小学校（2）、中学校（2）、高等学校（2）、
大学・専門学校（2）

５：交通（Transport）
　公 共バス：適宜利用可能（2）、利用し難い（1）、利用
できない（0）

　タ クシー：適宜利用可能（2）、利用し難い（1）、利用
できない（0）

　自家用車：所有（2）、なし（0）
　舗 装道路の割合：すべて舗装道路（4）、道路の3/4
（3）、1/2（2）、1/4（1）、なし（0）

６：健康（Health）
　 公営総合病院（3）、個人病院（2）、薬屋（1）、産婦人
科医院（1）、計画生育事務室（1）、小児科医院（1）、
衛生院（1）

７：市場（Markets）
　大 規模商店 （3）、中規模商店 （1）、ガソリンスタンド
（1）

　商 店の数：なし （0）、－21 （1）、－51 （2）、－100 （3）、
－200 （4）、＞200 （5）

８：衛生（Sanitation）
　 下水道 （2）、ゴミ処理場 （2）、汚水処理場 （3）、室内ト
イレ （1）、浴槽 （1）、洗面台 （1）

９：住宅（Housing related infrastructures）
　 天然ガス （2）、水道 （2）、電気 （2）、テレビ （1）、冷蔵
庫 （1）、エアコン （1）、洗濯機 （1）

10：経済（Economic）
　 三星以上ホテル （3）、三星未満ホテル （2）、招待所・
旅館 （1）、銀行 （2）、映画館 （2）

注：括弧内は指数。
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ば
、
幼
稚
園
（
二
点
）
や
小
学
校
（
二
点
）、
中
学
校
（
二
点
）
と

い
う
よ
う
に
小
項
目
と
点
数
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
調
査

対
象
の
村
落
に
小
学
校
や
中
学
校
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
点
数

が
加
算
さ
れ
る
。
各
分
野
の
指
数
は
合
計
一
〇
点
で
あ
り
、
こ
の
指

標
全
体
で
は
合
計
一
〇
〇
点
と
な
る
。

　

前
記
し
た
よ
う
にM

onda

ら
の
指
標
に
は
少
な
く
と
も
三
つ
の

問
題
点
が
あ
る
。

　

第
一
は
、
指
標
の
小
項
目
の
な
か
に
は
、
中
国
の
村
落
の
現
状
に

適
し
て
い
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

著
者
は
、
村
落
の
現
状
に
合
わ
せ
て
小
項
目
の
内
容
と
点
数
に
若
干

の
変
更
を
加
え
た
。
変
更
し
た
分
野
は
、「
交
通
」、「
市
場
」、「
衛

生
」、「
住
宅
」、「
経
済
」
で
あ
〉
1
〈

る
。

　

第
二
は
、
小
項
目
の
な
か
に
は
、
テ
レ
ビ
や
固
定
電
話
、
冷
蔵
庫

や
洗
濯
機
と
い
っ
た
個
人
（
世
帯
）
所
有
を
対
象
と
し
た
も
の
が
あ

り
、
調
査
対
象
者
に
よ
っ
て
同
じ
村
落
で
も
指
数
が
異
な
る
点
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
本
研
究
で
は
、
調
査
の
際
に
村
落
の
な
か
で
少
な



表２　調査地点と分類番号

省名 分類番号：地点名（村落変化のタイプ）

江蘇省

Js1: 泰州市興化市Ｓ鎮Ｓ村（C–②）
Js2: 泰州市興化市Ｌ鎮Ｈ村（C–②）
Js3: 塩城市塩都区Ｂ鎮Ｔ村（C–②）
Js4: 楊州市広陵区Ｈ鎮Ｈ村（C–①）
Js5: 南通市啓東市Ｂ鎮Ｓ村（C–②）
Js6: 無鍚市宣興市Ｙ鎮Ｙ村（C–②）
Js7: 南京市六合区Ｍ鎮Ｓ村（C–①）

上海市

Sh1: 崇明県Ｍ鎮Ｃ村（C–①）
Sh2: 崇明県Ｃ鎮Ｆ村（C–②）
Sh3: 崇明県Ｌ鎮Ｈ村（C–①）
Sh4: 浦東新区Ｃ鎮Ｊ村（C–①）
Sh5: 浦東新区Ｃ鎮Ｘ村（A）
Sh6: 浦東新区Ｈ鎮Ｑ村（A）

安徽省 Ah1: 巣湖市Ｚ鎮Ｑ村（C–②）
Ah2: 蕪湖市蕪湖県Ｘ鎮Ｗ村（C–②）

湖北省

Be1: 武漢市蔡甸区Ｓ鎮Ｌ村（C–①）
Be2: 荊州市石首市Ｎ鎮Ｌ村（C–②）
Be3: 荊州市石首市Ｇ鎮Ｊ村（C–②）
Be4: 荊州市公安県Ｍ鎮Ｓ村（D–①）
Be5: 荊州市公安県Ｍ鎮Ｄ村（C–②）

湖南省

Na1: 常徳市漢寿県Ｐ鎮Ｑ村（B–①）
Na2: 常徳市漢寿県Ｎ鎮Ｓ村（C–②）
Na3: 岳陽市Ｑ鎮Ｌ村（B–①）
Na4: 益陽市沅江市Ｎ鎮Ｓ村（D–①）
Na5: 益陽市沅江市Ｇ鎮Ｘ村（C–②）

江西省

Jx1: 上饒市余于県Ｒ鎮Ｗ村（D–②）
Jx2: 上饒市余于県Ｋ郷Ｗ村（C–②）
Jx3: 上饒市余于県Ｋ郷Ｄ村（D–①）
Jx4: 上饒市鄱陽県Ｓ鎮Ｙ村（C–②）
Jx5: 上饒市鄱陽県Ｌ郷Ｄ村（C–②）

四川省

Sc1: 涼山イ族自治州西昌市Ｈ郷Ｈ村（D–①）
Sc2: 涼山イ族自治州寧南県Ｐ郷Ｂ村（D–①）
Sc3: 涼山イ族自治州徳昌県Ｎ郷Ｓ村（D–①）
Sc4: 資陽市安岳県Ｔ鎮Ｊ村（D–①）
Sc5: 内江市資中県Ｓ鎮Ｍ村（C–②）
Sc6: 遂寧市射洪県Ｔ郷Ｄ村（C–②）

貴州省 Gz1: 黔東南苗族侗族自治州黎平県Ｘ郷Ｚ村（B–②）

注：村落変化のタイプは、第二節「村落の変化に関わる四つ
のタイプ」で詳述する。
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く
と
も
三
世
帯
を
対
象
と
し
、
そ
の
指
数
の
平
均
を
村
落
の
代
表
値

と
し
た
。

　

第
三
は
、
こ
の
指
標
は
村
落
の
現
状
を
評
価
す
る
た
め
に
設
計
さ

れ
て
お
り
、
現
在
に
至
る
変
化
を
検
討
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
研
究
で
は
、
調
査
の
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
小
項
目
が
具
体
的
に
何

年
に
整
備
さ
れ
た
か
（
何
年
に
所
有
し
た
か
）
を
聞
き
取
っ
た
。
そ

の
後
、
デ
ー
タ
整
理
の
際
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
年
代
ご
と
に
点
数

を
計
算
し
、
そ
の
指
数
の
変
化
を
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
長
江
上
・
中
・
下
流
域
の
な
か
か
ら
計
三
七
か
所
の

村
落
を
取
り
上
げ
、
村
落
の
現
状
と
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
み
た
。
表

２
は
調
査
対
象
地
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
１
は
対
象
地
を
地
図

上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

長
江
流
域
の
村
落
を
選
ん
だ
の
は
、
流
域
に
よ
り
村
落
を
取
り
巻

く
自
然
、
経
済
、
社
会
的
条
件
が
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
雲



図１　調査対象地（●：調査地）

重慶市

四川省

貴州省

江西省

浙江省

湖南省

湖北省

江蘇省
安徽省

上海市

308

南
省
や
四
川
省
を
流

れ
る
長
江
上
流
域

（
金
沙
江
と
呼
ば
れ

る
）
で
は
、
周
辺
地

域
の
発
展
は
み
ら
れ

る
も
の
の
、
い
ま
だ

に
伝
統
的
な
生
活
様

式
や
流
通
体
系
が

残
っ
て
い
る
村
落
も

多
い
。
一
方
、
長
江

下
流
域
で
は
、
江
蘇

省
南
京
や
楊
州
、
上

海
市
と
い
っ
た
大
都

市
が
形
成
さ
れ
、
都

市
部
の
市
場
と
結
び

つ
い
た
近
郊
農
村
に

大
き
な
発
展
が
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
長
江

中
流
域
に
属
す
る
江

西
省
、
湖
南
省
、
湖

北
省
で
は
、
今
ま
さ

に
急
速
な
経
済
発
展

を
経
験
し
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
生
活
や
生
業
様
式
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
本
稿
が
取
り
上
げ
た
村
落
に
は
漁
村
が
多
い
。
こ
れ
は
、

著
者
が
村
落
社
会
、
と
く
に
漁
村
社
会
の
変
化
に
関
心
が
あ
り
調
査

を
進
め
て
き
た
こ
と
と
関
係
す
る
﹇
卯
田2008 a; 2008 b; 2009

﹈。

一
般
的
に
、
中
国
内
陸
部
の
漁
村
は
、
栽
培
漁
業
と
呼
ば
れ
る
養
殖

業
に
従
事
す
る
漁
村
を
除
き
、
同
じ
地
域
の
農
村
に
比
べ
て
貧
困
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
自
然
資
源
を
対
象
と
す
る
漁
業
で
は
、
漁
獲
対
象

魚
の
減
少
や
漁
場
環
境
の
劣
化
に
よ
り
漁
業
収
入
が
低
迷
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
漁
村
を
多
く
取
り
上
げ
た
本
稿
の
結
果
は
、

農
村
の
現
状
と
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、
す
べ
て
の
村
落

を
調
査
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
能
力
的
、
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
調
査
の
限
界
性
を
理
解
し
た
う

え
で
分
析
を
進
め
て
い
く
。

二
　
村
落
の
変
化
に
関
わ
る
四
つ
の
タ
イ
プ

　

指
標
調
査
の
結
果
を
整
理
し
て
み
る
と
、
村
落
の
変
化
は
指
数
が

上
昇
す
る
時
期
や
速
さ
の
違
い
に
応
じ
て
大
き
く
四
つ
の
タ
イ
プ
に

分
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
四
つ
の
タ
イ
プ
と
は
、
タ
イ
プ

Ａ
：
改
革
開
放
以
後
、
二
〇
〇
〇
年
度
以
前
に
指
数
が
急
に
上
昇
し

た
タ
イ
プ
、
タ
イ
プ
Ｂ
：
二
〇
〇
〇
年
度
以
降
に
指
数
が
急
に
上
昇

す
る
タ
イ
プ
、
タ
イ
プ
Ｃ
：
指
数
が
徐
々
に
上
昇
す
る
タ
イ
プ
、
タ

イ
プ
Ｄ
：
指
数
に
あ
ま
り
変
化
が
み
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
図



図２　村落の変化に関する４つのタイプ
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２
は
、
四
つ
の
タ
イ
プ
の
指
数
の
変
化
を
模
式
図
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
節
で
は
、
こ
の
四
つ
の
タ
イ
プ
の
特
徴
を
具
体
的
に
み
て
い

き
た
い
。

㈠
　
改
革
開
放
後
、
二
〇
〇
〇
年
度
以
前
に 

指
数
が
急
に
上
昇
し
た
タ
イ
プ

　

タ
イ
プ
Ａ
は
、
改
革
開
放
後
、
二
〇
〇
〇
年
度
以
前
に
指
数
が
急

に
上
昇
し
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴
は
、
八
〇
年
代

ま
で
は
村
落
の
指
数
は
比
較
的
低
い
が
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
指
数

が
急
激
に
上
昇
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
の
は
、
長

江
河
口
域
、
上
海
市
東
部
に
位
置
す
る
浦
東
地
区
で
あ
る
（Sh5 , 

 6

）。
そ
し
て
、
指
数
の
急
激
な
上
昇
を
動
機
づ
け
る
の
は
国
家
政
策

の
実
施
で
あ
る
。

　

図
３
の
イ
は
、
上
海
市
浦
東
地
区
Ｃ
鎮
Ｘ
村
（Sh5

）
の
指
数
の

変
化
で
あ
る
。
Ｃ
鎮
を
含
む
浦
東
地
区
で
は
、
八
〇
年
代
ま
で
水
田

稲
作
を
中
心
と
し
た
ご
く
普
通
の
村
落
が
点
在
し
て
い
た
。
同
じ
八

〇
年
代
、
浦
東
地
区
に
隣
接
す
る
上
海
市
で
は
、
経
済
が
急
激
に
発

展
す
る
一
方
、
住
宅
や
道
路
交
通
網
、
工
業
地
の
不
足
が
問
題
に

な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
八
〇
年
代
初
め
、
上
海
市
付
近
で
新

た
に
開
発
が
可
能
な
土
地
を
選
定
す
る
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
中
国
政
府
は
一
九
九
〇
年
四
月
に
「
関
於
上
海
浦
東
開
発
几
個

問
題
的
報
告
」（
上
海
浦
東
開
発
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
関
す
る
報

告
）
を
ま
と
め
、「
開
発
浦
東
、
振
興
上
海
」
の
開
発
方
針
が
出
さ

れ
た
。

　

こ
の
決
定
の
も
と
、
政
府
は
浦
東
地
区
に
国
内
外
の
企
業
を
呼
び

込
む
た
め
工
業
地
を
整
備
し
、「
三
網
」（
鉄
道
網
、
道
路
網
、
船
舶



図３　村落の指数の変化
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交
通
網
）、「
三
能
」（
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
）
お
よ
び
「
三
港
」

（
港
、
空
港
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
た
。
こ
う
し
た
開
発
に
よ
り
、
Ｘ
村
を
含
む
多
く
の
村

は
、
一
九
九
〇
年
代
中
頃
に
政
府
が
整
備
し
た
住
宅
地
に
移
住
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
新
た
な
住
宅
に
は
、
水
道
や
ガ
ス
、
電
気
、
上
・

下
水
道
と
い
っ
た
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
Ｘ
村
の
衛
生
や
住
宅
分
野
の
指
数
が
上
昇
し
た
。

　

政
府
主
導
の
一
連
の
開
発
政
策
に
よ
り
、
浦
東
地
区
で
は
二
〇
〇

〇
年
ま
で
に
約
一
万
三
千
の
国
外
企
業
と
約
九
千
三
百
の
国
内
企
業

が
進
出
し
て
き
た
。
各
種
企
業
や
工
場
の
進
出
に
伴
っ
て
地
元
住
民

の
就
職
の
機
会
も
増
え
、
村
民
の
現
金
収
入
も
増
加
す
る
。
そ
れ
に

と
も
な
い
Ｘ
村
で
は
、
商
店
や
ス
ー
パ
ー
、
薬
屋
な
ど
が
相
次
い
で

開
業
し
た
。
ま
た
、
個
々
の
世
帯
で
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
耐

久
消
費
財
の
購
入
も
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
Ｘ
村
の
経
済
、
健
康
、

市
場
分
野
の
指
数
も
上
昇
し
た
。

　

図
３
の
イ
を
み
て
も
わ
か
る
が
、
Ｘ
村
の
八
〇
年
代
の
指
数
は
計

一
七
点
で
あ
っ
た
。
と
く
に
市
場
（
一
点
：
商
店
の
数
）、
衛
生

（
一
点
：
室
内
ト
イ
レ
）、
経
済
（
一
点
：
旅
館
）
分
野
の
指
数
が
低

い
。
そ
の
後
、
Ｘ
村
を
含
む
浦
東
地
区
に
お
い
て
、
政
府
主
導
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
開
始
さ
れ
る
と
衛
生
（
一
点
か
ら
六
点
：
下
水
道
、

ゴ
ミ
処
理
な
ど
）
と
住
宅
（
四
点
か
ら
七
点
：
ガ
ス
、
水
道
な
ど
）、

交
通
（
一
点
か
ら
七
点
：
舗
装
道
路
、
バ
ス
な
ど
）
分
野
の
指
数
が

上
昇
す
る
。
ま
た
、
住
民
の
購
買
力
が
上
が
っ
た
こ
と
で
市
場
（
一

点
か
ら
四
点
：
中
規
模
商
店
な
ど
）
や
健
康
（
二
点
か
ら
五
点
：
個

人
病
院
、
薬
屋
な
ど
）
分
野
の
指
数
が
上
昇
し
、
九
〇
年
代
の
指
数

は
計
四
九
点
に
な
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
住
民
が
携
帯
電
話

を
所
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
も
可
能
に
な
っ
た
た
め
通
信
分

野
の
指
数
に
上
昇
が
み
ら
れ
、
指
数
は
計
五
四
点
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
タ
イ
プ
Ａ
に
属
す
る
村
落
は
、
国
家
政
策
の
実
施
を
背
景
に
、

一
九
九
〇
年
代
に
指
数
が
急
激
に
上
昇
す
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、

同
じ
く
国
家
主
導
で
地
域
開
発
が
行
わ
れ
た
深
圳
地
区
な
ど
で
も
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

㈡
　
二
〇
〇
〇
年
度
以
降
に
指
数
が
急
に
上
昇
し
た
タ
イ
プ

　

タ
イ
プ
Ｂ
は
、
改
革
開
放
後
、
二
〇
〇
〇
年
度
以
降
に
指
数
が
急

に
上
昇
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴
は
、
九
〇
年
代

ま
で
指
数
の
低
い
状
態
が
続
く
が
、
二
〇
〇
〇
年
度
以
降
に
指
数
が

急
に
上
昇
す
る
。
指
数
が
上
昇
す
る
要
因
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ

は
、
定
住
・
移
住
政
策
（
Ｂ–

①
）
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
村
落

の
観
光
開
発
（
Ｂ–

②
）
で
あ
る
。

　

定
住
・
移
住
政
策
と
は
、
ダ
ム
や
鉄
道
、
空
港
建
設
の
た
め
に
住

民
が
移
住
し
た
事
例
や
、
遊
牧
民
や
船
上
生
活
者
が
特
定
の
村
落
に

定
住
し
た
事
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
政
策
も
国
家
も
し
く
は
地
方
政

府
の
主
導
で
行
わ
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
船
上
生
活
者

の
定
住
政
策
で
あ
る
。

　

図
３
の
ロ
は
、
湖
南
省
漢
寿
県
Ｐ
鎮
Ｑ
村
（N

a1

）
の
指
数
の
変
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化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
も
わ
か
る
が
、
Ｑ
村
の
指

数
は
二
〇
〇
〇
年
度
以
降
に
急
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
指
数

の
変
化
は
、
漢
寿
県
人
民
政
府
の
主
導
に
よ
る
「
Ｑ
村
漁
民
上
岸
定

住
解
困
工
作
」（
Ｑ
村
の
漁
民
を
陸
上
に
定
住
さ
せ
、
生
活
困
窮
を

解
決
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
影
響
し
て
い
る
。

　

Ｑ
村
の
人
口
は
、
二
〇
〇
七
年
時
点
、
六
二
七
人
（
一
二
八
世

帯
）
で
あ
り
、
す
べ
て
が
漁
業
に
専
業
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
約

一
四
〇
人
（
二
九
世
帯
）
は
船
上
生
活
者
で
あ
る
。
残
り
の
約
一
〇

〇
世
帯
も
沅
江
の
堤
防
に
建
て
ら
れ
た
粗
末
な
建
物
に
住
ん
で
い

る
。
Ｑ
村
で
は
九
〇
年
代
後
半
か
ら
陸
上
の
電
線
よ
り
電
気
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
漁
民
の
な
か
に
は
テ
レ
ビ
を

購
入
し
、
船
上
に
備
え
付
け
た
も
の
も
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年

度
以
降
に
携
帯
電
話
を
購
入
し
た
漁
師
も
多
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
通

信
（
一
点
：
携
帯
電
話
）
や
住
宅
（
三
点
：
電
気
、
テ
レ
ビ
）
の
分

野
の
指
数
が
わ
ず
か
な
が
ら
上
昇
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
船
上
や
バ
ラ
ッ
ク
で
の
生
活
で
は
、
水
道
な
ど
は
な

く
、
湖
水
を
利
用
し
炊
事
や
洗
濯
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
船
内
や

堤
防
に
は
簡
易
ト
イ
レ
が
あ
る
が
汚
水
は
湖
に
た
れ
流
し
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
Ｑ
村
で
は
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
健
康
や
衛
生
分
野
の

指
数
は
〇
点
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
人
民
政
府
が
社
会
主
義
新
農
村
建
〉
2
〈

設

の
一
環
と
し
て
漁
民
の
定
住
政
策
を
実
施
し
た
。
こ
の
政
策
は
、
八

〇
ム
〉
3
〈

ー
の
住
宅
地
を
新
た
に
開
発
し
、
そ
こ
に
住
宅
を
建
設
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
政
策
で
は
、
ま
ず
二
〇
〇
八
年
春
か
ら
人

民
政
府
が
上
・
下
水
道
を
引
き
、
村
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
（
硬

化
道
路
と
呼
ば
れ
る
）
を
整
備
し
、
ゴ
ミ
処
理
場
を
建
設
し
た
。
そ

し
て
、
室
内
ト
イ
レ
や
浴
槽
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
を
完
備
し

た
平
屋
の
住
宅
を
建
設
し
〉
4
〈
た
。
そ
の
後
、
Ｑ
村
の
住
民
た
ち
は
、
二

〇
〇
九
年
春
か
ら
政
府
が
整
備
し
た
住
宅
に
入
居
し
た
。
彼
ら
が
入

居
す
る
際
、
家
電
下
郷
政
〉
5
〈

策
を
利
用
し
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機

な
ど
を
購
入
し
た
も
の
も
多
い
。

　

こ
う
し
た
政
策
の
結
果
、
Ｑ
村
で
は
ま
ず
衛
生
分
野
（
〇
点
か
ら

五
点
：
下
水
道
、
室
内
ト
イ
レ
な
ど
）
の
指
数
が
上
昇
し
た
。
そ
の

後
、
漁
民
た
ち
が
入
居
の
際
に
各
種
家
電
を
購
入
し
た
こ
と
で
住
宅

分
野
（
二
点
か
ら
七
点
：
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
）
の
指

数
も
上
昇
し
た
。
九
〇
年
代
の
Ｑ
村
の
指
数
は
計
六
点
で
あ
っ
た

が
、
定
住
政
策
後
の
指
数
は
二
七
点
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
Ｑ
村
は
、
定
住
政
策
に
よ
り
短
期
間
で
指
数
が
四
倍
以
上
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
府
主
導
の
定
住
政
策
と
そ
れ
に
伴
う
指

数
の
上
昇
は
、
同
じ
く
政
府
主
導
の
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
湖
南

省
洞
庭
湖
周
辺
の
村
落
（N

a3

）
で
も
確
認
で
き
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
度
以
降
に
指
数
が
急
に
上
昇
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
理

由
は
、
村
落
で
の
観
光
開
発
で
あ
る
。

　

村
落
に
お
け
る
観
光
開
発
は
、
そ
の
村
落
に
観
光
資
源
が
あ
り
、

村
落
を
そ
の
ま
ま
観
光
地
と
し
て
開
発
す
る
場
合
と
、
少
数
民
族
の

生
活
や
習
慣
を
住
居
地
と
は
別
の
地
域
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
展
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示
す
る
場
合
が
あ
る
。
前
者
は
、
さ
ら
に
少
数
民
族
の
伝
統
文
化
や

生
活
を
観
光
資
源
と
す
る
「
民
族
村
」
と
、
村
落
の
自
然
環
境
や
景

観
を
観
光
資
源
と
す
る
「
生
態
村
」
が
あ
る
。
本
稿
で
指
摘
す
る
タ

イ
プ
（
Ｂ–
②
）
は
、
住
居
地
が
そ
の
ま
ま
観
光
開
発
さ
れ
た
村
落

で
あ
る
。

　

図
３
の
ハ
は
、
貴
州
省
黔
東
南
苗
族
侗
族
自
治
州
黎
平
県
Ｘ
郷
Ｚ

村
（G

z1

）
に
お
け
る
指
数
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｚ
村

は
ト
ン
族
の
村
で
あ
り
、
人
口
は
八
〇
〇
人
で
あ
〉
6
〈

る
。
水
田
稲
作
を

生
業
と
す
る
ト
ン
族
は
、
広
葉
杉
を
使
っ
て
木
造
公
共
建
築
物
を
建

設
す
る
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。
な
か
で
も
有
名
な
の
が
鼓
楼
（
塔

状
の
建
物
で
、
村
落
の
集
会
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
）
と
風
雨

橋
（
屋
根
付
き
の
木
造
橋
）
で
あ
る
。
Ｚ
村
を
含
む
ト
ン
族
の
村
々

で
は
、
こ
う
し
た
木
造
建
築
物
が
観
光
資
源
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
Ｚ
村
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
ト
ン
族
文
化
を
テ
ー
マ
と
す

る
観
光
開
発
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
観
光
開
発
の
過
程
で
は
、
地

方
政
府
の
主
導
の
も
と
、
ま
ず
上
・
下
水
道
や
ゴ
ミ
処
理
場
と
い
っ

た
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
道
路
の
拡
張
や
駐
車
場

の
建
設
、
公
共
バ
ス
や
バ
ス
停
と
い
っ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
景
区
内
で
は
、
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
た
め

の
三
ツ
星
ホ
テ
ル
（
二
〇
〇
四
年
建
設
）
や
小
型
の
ホ
テ
ル
、
招
待

所
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
レ
ス
ト
ラ
ン
や

商
店
、
土
産
物
屋
、
薬
屋
な
ど
も
開
業
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
観
光
開
発
に
よ
り
Ｚ
村
の
指
数
は
大
き
く
変
化

し
た
。
Ｚ
村
が
観
光
開
発
さ
れ
る
前
（
九
〇
年
代
以
前
）、
住
宅

（
二
点
：
電
気
）、
経
済
（
一
点
：
旅
館
）、
健
康
（
一
点
：
衛
生

院
）
な
ど
、
指
数
は
計
二
〇
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
観
光
開
発
が

ひ
と
段
落
し
た
二
〇
〇
九
年
に
は
、
通
信
（
六
点
：
郵
便
局
、
携
帯

電
話
な
ど
）
や
交
通
（
四
点
：
公
共
バ
ス
、
舗
装
道
路
）、
経
済

（
五
点
：
ホ
テ
ル
な
ど
）
な
ど
、
指
数
は
計
四
三
点
に
上
昇
し
た
。

す
な
わ
ち
、
観
光
開
発
に
よ
り
Ｚ
村
の
指
数
は
倍
増
し
た
の
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
衛
生
お
よ
び
経
済
分
野
の
指
数
に
大
き
な
変
化
が

み
ら
れ
る
。

　

中
国
で
は
、
現
在
、
観
光
に
よ
る
地
域
発
展
を
目
指
す
地
方
政
府

や
地
元
企
業
が
特
色
あ
る
村
落
を
観
光
資
源
と
し
て
利
用
す
る
事
例

が
増
え
て
い
る
。
一
般
に
、
観
光
開
発
に
よ
っ
て
道
路
や
上
・
下
水

道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
め
ら
れ
、
商
店
や
ホ
テ
ル
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
業
も
続
い
て
展
開
す
る
。
現
在
、
中
国
各
地
で
観
光
開

発
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
村
落
の
指
数
の
変
化
は
、

Ｚ
村
の
そ
れ
と
大
き
な
違
い
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

㈢
　
改
革
開
放
後
、
指
数
が
徐
々
に
上
昇
す
る
タ
イ
プ

　

タ
イ
プ
Ｃ
は
、
改
革
開
放
後
、
指
数
が
徐
々
に
上
昇
す
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
指
数
変
化
の
特
徴
に
応
じ
て
二
つ
の
タ

イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
（
Ｃ–

①
）
は
、
都
市
近

郊
農
村
と
し
て
発
展
し
、
指
数
が
順
調
に
上
昇
し
て
い
る
タ
イ
プ
で

あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
（
Ｃ–

②
）
は
、
指
数
が
上
昇
す
る
時
期
や
速
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度
は
Ｃ–

①
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
指
数
が
徐
々
に
上
昇
し
て
い

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　

タ
イ
プ
Ｃ–

①
は
、
大
都
市
の
近
郊
村
落
で
多
く
確
認
で
き
る
。

図
３
の
ニ
は
、
上
海
市
崇
明
県
Ｍ
鎮
Ｃ
村
（Sh1

）
の
指
数
の
変
化

で
あ
る
。
崇
明
県
が
位
置
す
る
崇
明
島
は
、
長
江
河
口
域
に
で
き
た

面
積
一
二
六
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
沖
積
島
で
あ
り
、
上
海
市
の

北
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
。
島
の
人
口
は
六
九
万
人
（
二
〇

〇
六
年
時
点
）
で
あ
る
。
崇
明
県
は
一
三
の
鎮
と
三
つ
の
郷
か
ら
な

り
、
県
政
府
は
城
橋
鎮
に
あ
る
。
Ｍ
鎮
Ｃ
村
は
崇
明
県
の
東
に
位
置

し
、
村
内
の
人
口
は
約
五
〇
〇
人
で
あ
る
。

　

Ｃ
村
を
含
む
こ
の
地
域
で
は
、
七
〇
、八
〇
年
代
に
か
け
て
水
田

稲
作
と
小
麦
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
当
時
、
生
産
さ
れ
た
コ
メ
や

小
麦
は
、
自
家
消
費
分
を
除
き
す
べ
て
上
海
市
に
運
ば
れ
消
費
さ
れ

て
い
た
。
Ｃ
村
で
は
、
七
〇
年
代
に
電
気
が
通
っ
て
お
り
、
村
内
に

は
郵
便
サ
ー
ビ
ス
や
小
学
校
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
八
〇
年
代
に
な

る
と
農
作
物
の
輸
送
能
力
を
上
げ
る
た
め
に
道
路
交
通
網
が
整
備
さ

れ
た
。
ま
た
、
村
内
に
は
、
薬
屋
な
ど
の
商
店
も
開
業
し
、
水
道
も

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

九
〇
年
代
に
入
る
と
、
村
内
で
は
カ
ニ
養
殖
（
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
モ
ク

ズ
ガ
ニ
、Eriocheir sinensis

）
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
、
都
市
部
で
新
た
な
農
産
物
の
需
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ

て
こ
の
地
域
で
も
カ
ニ
養
殖
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
村
民
た
ち

は
、
水
田
で
カ
ニ
を
養
殖
し
、
成
長
し
た
カ
ニ
を
す
べ
て
上
海
の
市

場
に
卸
し
て
い
る
。
Ｃ
村
で
は
、
こ
の
生
業
転
換
に
よ
り
現
金
収
入

が
増
加
し
、
村
民
の
購
買
力
も
向
上
し
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
村
内

に
は
中
規
模
の
商
店
や
新
聞
販
売
所
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
開
業

し
た
。
ま
た
、
公
共
バ
ス
網
も
拡
充
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
な
る
と
、
比
較
的
裕
福
に
な
っ
た
世
帯
が
住
宅
を
建
て
替
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
住
宅
の
建
て
替
え
と
同
時
に
冷
蔵
庫
や
洗
濯

機
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
購
入
し
た
世
帯
も
多
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
村
は
上
海
市
の
近
郊
農
村
と
し
て
順
調
に
発
展

し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
発
展
は
、
指
数
の
変
化
か
ら

も
う
か
が
え
る
。
Ｃ
村
の
八
〇
年
代
の
指
数
は
、
教
育
（
四
点
：
幼

稚
園
、
小
学
校
）、
通
信
（
四
点
：
郵
便
局
、
固
定
電
話
）、
健
康

（
三
点
：
薬
屋
、
衛
生
院
）
な
ど
、
計
二
五
点
で
あ
っ
た
。
九
〇
年

代
に
は
、
通
信
や
市
場
の
指
数
が
上
昇
し
、
計
三
四
点
と
な
る
。
そ

し
て
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
住
宅
（
七
点
：
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機

な
ど
）
や
交
通
（
六
点
：
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
）、
衛
生
（
七

点
：
下
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
場
、
浴
槽
な
ど
）
な
ど
の
指
数
が
上
昇

し
、
計
四
七
点
と
な
る
。
こ
う
し
た
変
化
の
背
景
に
は
、
Ｃ
村
が
都

市
近
郊
に
位
置
し
、
な
お
か
つ
市
場
を
介
し
て
都
市
と
結
び
つ
き
、

都
市
の
需
要
に
応
じ
て
柔
軟
に
生
業
を
転
換
・
拡
大
さ
せ
て
き
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
崇
明
県
に
お
け
る
村
落
（Sh3 , 

 4

）
や
ほ
か
の
都
市
の
近
郊
農
村
（Js4 , 7 , Be1

）
な
ど
で
も
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
の
村
の
指
数
も
改
革
開
放
か
ら
現
在
に
至
る
な
か
で
順

調
に
上
昇
し
て
い
る
。
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タ
イ
プ
Ｃ–

②
は
、
指
数
が
上
昇
す
る
時
期
や
速
度
は
Ｃ–

①
に
は

及
ば
な
い
が
、
指
数
が
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
村
落
で
あ
る
。
図
３

の
ホ
は
、
湖
北
省
荊
州
市
石
首
市
Ｎ
鎮
Ｌ
村
（Be2

）
の
指
数
の
変

化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
水
田
稲
作
と
綿
花
栽

培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
八
〇
年
代
、
村
に
は
衛
生
院
は
あ
っ

た
も
の
の
、
電
気
な
ど
は
通
っ
て
お
ら
ず
指
数
は
低
い
状
態
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
九
〇
年
代
は
じ
め
に
電
気
が
通
り
、
九
〇
年
代
半
ば

に
は
テ
レ
ビ
や
固
定
電
話
を
購
入
し
た
世
帯
も
増
え
た
。
ま
た
、
村

内
に
は
商
店
も
開
業
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
地
方
政
府

主
導
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
が
敷
か
れ
、
ま
た
改
厠
政
〉
7
〈
策
に
よ
っ
て

村
内
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
家
電
下
郷
政
策
を
利
用
し

て
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
を
購
入
し
た
世
帯
も
増
え
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
村
内
の
変
化
は
、
指
数
の
上
昇
に
も
結
び
つ
い

て
い
る
。
八
〇
年
代
、
Ｌ
村
の
指
数
は
、
教
育
（
二
点
：
小
学
校
）、

健
康
（
一
点
：
衛
生
院
）、
市
場
（
一
点
：
商
店
）
な
ど
、
計
一
一

点
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
交
通
（
一
点
：
バ

ス
）、
住
宅
（
三
点
：
電
気
な
ど
）
分
野
の
指
数
が
上
昇
し
計
一
五

点
に
な
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
通
信
（
四
点
：
携
帯
電
話
な

ど
）
や
住
宅
（
四
点
：
水
道
な
ど
）、
衛
生
（
三
点
：
薬
局
、
衛
生

院
）
の
指
数
が
上
昇
し
、
計
二
三
点
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｌ
村
の

指
数
が
上
昇
す
る
速
度
は
、
前
記
Ｃ–

①
タ
イ
プ
に
比
べ
て
遅
い
。

加
え
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
指
数
そ
れ
自
体
も
低
い
。
し
か
し
、
こ

の
村
の
指
数
は
、
住
宅
や
通
信
、
衛
生
分
野
を
中
心
に
確
実
に
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
村
落
は
、
長
江

中
・
下
流
域
で
都
市
部
か
ら
離
れ
た
地
域
に
立
地
す
る
村
落
（Js1 , 

2 , 3 , 5 , 6 ; Sh2 ; A
h1 , 2 ; Be2 , 3 , 5 ; N

a2 , 5 ; Jx2 , 4 , 5 ; Sc5 ,  6

）
で
み

ら
れ
る
。

㈣
　
指
数
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
な
い
タ
イ
プ

　

図
２
の
タ
イ
プ
Ｄ
は
、
指
数
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
な
い
タ
イ

プ
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
村
落
も
指
数
変
化
の
特
徴
に
応

じ
て
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
（
Ｄ–

①
）
は
、
現

在
に
至
る
な
か
で
各
分
野
の
指
数
が
低
い
ま
ま
の
村
落
で
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
（
Ｄ–

②
）
は
、
あ
る
分
野
の
指
数
は
上
昇
し
た
が
、
別

の
分
野
の
指
数
が
減
少
し
た
た
め
全
体
と
し
て
指
数
に
変
化
が
み
ら

れ
な
い
村
落
で
あ
る
。

　

前
者
（
Ｄ–

①
）
は
、
市
街
地
か
ら
遠
く
離
れ
、
ア
ク
セ
ス
が
不

便
な
地
域
に
立
地
す
る
村
落
に
多
く
み
ら
れ
る
。
図
３
の
ヘ
は
、
四

川
省
涼
山
イ
族
自
治
州
徳
昌
県
Ｎ
郷
Ｓ
村
（Sc3

）
の
指
数
の
変
化

で
あ
る
。
Ｎ
郷
Ｓ
村
は
、
徳
昌
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
交
通
の
不

便
な
山
麓
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
の
Ｓ
村
を
含
む
Ｎ
郷
の
多
く
の
村

で
は
、
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
水
田
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
、

当
時
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
生
産
量
が
少
な
く
、
生
産
さ
れ
た
コ
メ

は
す
べ
て
自
家
消
費
に
ま
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
余
剰
米
を

商
品
と
し
て
売
る
こ
と
は
で
き
ず
現
金
収
入
源
は
限
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
二
年
に
扶
貧
政
〉
8
〈

策
の
一
環
と
し
て
地
方
政
府
が
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農
民
に
タ
バ
コ
栽
培
を
勧
め
た
。
多
く
の
農
民
た
ち
は
タ
バ
コ
栽
培

が
新
た
な
現
金
収
入
源
に
な
る
と
考
え
、
水
田
を
埋
め
立
て
て
タ
バ

コ
栽
培
に
従
事
し
た
。
一
方
、
地
方
政
府
は
、
農
民
た
ち
の
技
術
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
各
農
村
に
技
術
指
導
員
を
派
遣
し
栽
培
方
法
を

指
導
し
た
。
そ
の
結
果
、
農
民
た
ち
は
自
ら
で
タ
バ
コ
を
栽
培
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
国
営
タ
バ
コ
会
社
が
タ
バ
コ
の
葉
を

一
定
価
格
で
す
べ
て
買
い
取
る
よ
う
に
な
っ
〉
9
〈

た
。
こ
う
し
た
施
策
に

よ
り
タ
バ
コ
の
買
い
取
り
価
格
は
安
定
し
生
産
量
の
増
加
が
そ
の
ま

ま
収
入
の
増
加
に
結
び
付
く
。
そ
の
た
め
農
民
た
ち
は
、
タ
バ
コ
栽

培
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
Ｓ
村
で
は
、
現
在
、
一
世
帯
あ

た
り
平
均
四
・
三
ム
ー
の
タ
バ
コ
畑
を
所
有
し
て
い
る
が
、
一
ム
ー

あ
た
り
年
間
三
〇
〇
〇
元
前
後
の
収
入
が
あ
る
。

　

こ
の
Ｓ
村
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
、
生
業
転
換
に
よ
る
現
金
収
入

の
増
加
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
各
世
帯
は
テ
レ
ビ
や
固
定
電
話

を
購
入
し
た
。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
携
帯
電
話
を
所
有
す

る
農
民
も
増
え
た
。
そ
の
結
果
、
通
信
（
〇
点
か
ら
二
点
：
携
帯
電

話
）
と
住
宅
（
〇
点
か
ら
三
点
：
電
気
、
テ
レ
ビ
）
の
指
数
が
若
干

上
昇
し
た
。
た
だ
、
交
通
の
不
便
な
山
麓
に
立
地
す
る
Ｓ
村
に
は
、

上
・
下
水
道
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
、
ガ
ス
、
商
店
、
衛
生
院
、
小

学
校
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
教
育
や
健
康
、
市
場
分
野
の
指
数
は
極

め
て
低
い
。
Ｓ
村
の
指
数
は
、
九
〇
年
代
に
計
六
点
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
八
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｓ
村
で
は
、
九
〇
年
代
か
ら
二
〇

〇
〇
年
に
か
け
て
指
数
に
若
干
の
上
昇
は
み
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し

て
指
数
は
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
。
Ｓ
村
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ

村
落
は
、
い
ず
れ
も
市
街
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
に
立
地
し
て
い

る
（Be4 ; N

a4 ; Sc1 , 2 , 3 ,  4

）。

　

Ｄ–

②
に
属
す
る
村
落
も
市
街
地
か
ら
離
れ
た
地
域
に
立
地
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
図
３
ト
は
、
江
西
省
上
饒
市
余
于
県
Ｒ
鎮
Ｗ
村

（Jx1

）
の
指
数
の
変
化
で
あ
る
。
上
饒
市
余
于
県
Ｒ
鎮
は
、
江
西
省

の
北
部
に
位
置
し
、
省
都
の
南
昌
市
か
ら
東
に
三
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
距
離
に
あ
る
。
Ｒ
鎮
は
人
口
約
四
万
人
で
あ
り
、
水
田
稲
作
と
綿

花
生
産
が
主
要
な
産
業
で
あ
る
。
こ
の
Ｒ
鎮
の
湖
岸
に
Ｗ
村
が
あ

り
、
村
の
人
口
は
約
八
〇
〇
人
で
あ
る
。
村
民
の
多
く
は
、
内
水
面

漁
業
や
養
殖
業
、
ま
た
魚
の
仲
買
業
に
従
事
し
て
い
る
。
Ｗ
村
で

は
、
八
〇
年
代
、
村
内
に
中
学
校
や
映
画
館
な
ど
が
あ
り
、
指
数
は

計
二
三
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
村
民
が
上
海
や
広
州
、
深

圳
な
ど
の
沿
岸
大
都
市
に
出
稼
ぎ
に
出
た
影
響
で
村
落
の
人
口
は
減

少
し
た
。
村
民
、
と
く
に
若
者
の
多
く
が
村
落
を
離
れ
た
こ
と
で
村

内
の
中
学
校
や
映
画
館
が
相
次
い
で
廃
校
（
撤
退
）
し
た
。
ま
た
銀

行
や
新
聞
販
売
所
な
ど
も
ほ
か
の
村
に
移
転
し
た
。

　

こ
う
し
た
人
口
の
流
出
に
よ
り
、
Ｗ
村
で
は
、
教
育
（
四
点
か
ら

二
点
）
や
経
済
（
四
点
か
ら
一
点
）
分
野
の
指
数
が
減
少
し
た
。
そ

の
一
方
、
近
年
、
村
民
は
携
帯
電
話
を
所
有
し
は
じ
め
た
。
ま
た
村

内
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
（“
網
吧
”
と
い
う
）
が
開
業

し
、
舗
装
道
路
も
整
備
さ
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
Ｗ
村
の
通

信
（
一
点
か
ら
四
点
）
や
交
通
（
二
点
か
ら
三
点
）
分
野
の
指
数
は
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上
昇
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
Ｗ
村
の
指
数
は
、
九
〇
年
代
に
計
二

三
点
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
計
二
四
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｗ
村

の
指
数
は
、
減
少
し
た
分
野
（
教
育
や
経
済
分
野
）
も
あ
る
が
、
逆

に
上
昇
し
た
分
野
（
通
信
や
交
通
分
野
）
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
指

数
は
横
ば
い
で
あ
る
。

三
　
村
落
変
化
の
特
徴

　

前
節
で
は
、
指
数
が
上
昇
す
る
時
期
や
速
さ
の
違
い
に
応
じ
て
村

落
の
変
化
を
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
具
体
的

に
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ひ
と
こ
と
で
村
落
の
変
化
と
い
っ
て

も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
村
落
の
変
化
に
関

わ
る
共
通
点
を
整
理
し
て
み
た
い
。
長
江
流
域
に
お
け
る
村
落
の
変

化
を
み
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
大
き
く
三
つ
の
共
通
点
が
あ
る
。

　

第
一
は
、
指
数
が
短
期
間
で
大
き
く
上
昇
す
る
場
合
、
そ
の
背
後

に
は
政
府
の
政
策
と
い
う
裏
打
ち
が
あ
る
点
で
あ
る
。

　

あ
る
村
落
で
指
数
が
急
に
上
昇
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
背
後

に
は
各
種
政
策
の
実
施
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
新

農
村
建
設
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
定
住
政
策
や
移
住
政
策
で

は
、
地
方
政
府
が
ま
ず
上
・
下
水
道
や
道
路
、
電
気
を
整
備
し
、
室

内
浴
槽
や
ト
イ
レ
の
あ
る
住
宅
を
建
設
す
る
。
ま
た
、
村
落
の
周
辺

に
ゴ
ミ
処
理
場
を
建
設
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
政
府
の
政
策
に

よ
り
、
そ
の
村
落
で
は
衛
生
や
住
宅
、
交
通
分
野
の
指
数
が
短
期
間

で
大
き
く
上
昇
す
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
は
、
三
峡
ダ
ム
移
民
、
鉄
道
移
民
、
空
港
騒
音
移

民
、
都
市
再
開
発
と
い
っ
た
移
民
政
策
で
も
み
ら
れ
る
（
例
え
ば
、

楊
な
ど ﹇2004

﹈、
李 ﹇2006

﹈
な
ど
）。
政
府
は
、
移
住
す
る
住
民

た
ち
に
新
た
な
住
居
を
提
供
す
る
が
、
そ
の
住
居
に
は
電
気
や
水

道
、
ト
イ
レ
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
村
落

に
は
、
政
府
主
導
で
道
路
や
ゴ
ミ
処
理
場
な
ど
も
整
備
さ
れ
る
。
加

え
て
、
移
住
先
で
は
耕
作
地
が
な
く
な
る
た
め
新
た
に
商
売
を
始
め

る
村
民
も
多
く
、
農
業
従
事
者
の
割
合
が
以
前
に
比
べ
て
低
く
な

る
。
こ
う
し
た
一
連
の
移
民
政
策
に
よ
っ
て
、
村
落
の
衛
生
や
住

宅
、
交
通
分
野
の
指
数
が
短
期
間
で
上
昇
す
る
。

　

ま
た
、
観
光
開
発
さ
れ
た
村
落
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
観

光
開
発
は
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
る
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お

り
、
開
発
業
者
と
と
も
に
地
方
政
府
も
積
極
的
に
参
与
す
る
。
村
落

を
観
光
開
発
す
る
際
は
、
地
方
政
府
が
公
共
交
通
網
や
上
・
下
水

道
、
ゴ
ミ
処
理
場
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、
観
光
客
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
基
礎
を
つ
く
る
。
ま
た
開
発
業
者
も
、
観
光
客
の
た

め
の
ホ
テ
ル
や
商
店
な
ど
を
建
設
す
る
。
観
光
客
が
多
く
な
る
と
商

店
の
数
も
増
え
、
商
売
に
従
事
す
る
村
民
も
増
加
す
る
。
こ
う
し
た

一
連
の
観
光
開
発
に
よ
っ
て
も
交
通
や
衛
生
、
経
済
分
野
の
指
数
が

短
期
間
で
高
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
中
央
政
府
主
導
で
大

規
模
な
開
発
が
行
わ
れ
た
沿
岸
地
域
で
も
指
数
は
大
き
く
上
昇
す
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る
。
こ
の
よ
う
に
、
改
革
開
放
か
ら
現
在
に
至
る
な
か
で
、
と
く
に

交
通
や
衛
生
、
住
宅
分
野
の
指
数
が
短
期
間
で
上
昇
し
た
村
落
が
あ

る
が
、
そ
の
背
後
に
は
政
府
の
各
種
政
策
と
い
う
裏
打
ち
が
あ
る
こ

と
が
多
い
。

　

第
二
は
、
指
数
が
上
昇
す
る
速
度
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
村
落
で
指
数
が
上
昇
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

長
江
下
流
域
で
は
、
改
革
開
放
後
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
指
数

が
上
昇
し
て
い
る
村
落
が
多
い
。
こ
れ
は
、
上
海
や
南
京
、
杭
州
と

い
っ
た
大
都
市
の
近
郊
農
村
と
し
て
、
農
作
物
の
輸
送
能
力
を
上
げ

る
た
め
に
交
通
網
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
や
、
上
・
下
水
道
な
ど
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

長
江
下
流
域
で
は
、
八
〇
年
代
か
ら
交
通
や
衛
生
で
指
数
の
上
昇
が

み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
九
〇
年
代
に
は
、
村
民
が
テ
レ
ビ
な
ど
を
購

入
し
、
ま
た
村
民
の
購
買
力
が
上
昇
し
た
こ
と
で
商
店
の
数
も
増
加

し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
住
宅
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ
り

ト
イ
レ
や
室
内
浴
槽
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
自
家
用
車
を
所
有
す
る
村

民
も
現
れ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
変
化
に
よ
り
長
江
下
流
域
の
村
落

で
は
指
数
が
た
え
ず
上
昇
し
て
い
る
。

　

い
ま
ま
さ
に
経
済
発
展
を
迎
え
て
い
る
長
江
中
流
域
の
村
落
で
も

指
数
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、

携
帯
電
話
な
ど
を
購
入
し
た
世
帯
が
多
い
。
こ
れ
は
、
家
電
下
郷
政

策
に
よ
り
、
農
民
や
漁
民
が
家
電
を
比
較
的
安
価
で
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
農
村
建
設
の
一
環

と
し
て
電
気
や
水
道
、
道
路
が
整
備
さ
れ
た
村
落
や
、
改
厠
政
策
に

よ
っ
て
下
水
道
や
ト
イ
レ
の
整
備
が
行
わ
れ
た
村
落
も
少
な
く
な

い
。
そ
の
結
果
、
長
江
中
流
域
の
村
落
で
も
住
宅
や
衛
生
の
指
数
が

上
昇
し
て
い
る
。

　

長
江
上
流
域
の
村
落
で
は
、
指
数
の
変
化
は
極
め
て
小
さ
い
も
の

の
、
村
民
た
ち
は
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
を
購
入
し
、
通
信
分
野
の
指

数
が
上
昇
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
こ
れ
は
、
生
業
が
自
給
自
足
レ

ベ
ル
か
ら
現
金
獲
得
が
可
能
な
レ
ベ
ル
に
転
換
し
、
村
民
た
ち
の
購

買
力
が
向
上
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
長
江
上
流
域
の
村
落

で
は
、
指
数
に
は
加
算
さ
れ
な
い
が
バ
イ
ク
の
所
有
率
が
上
昇
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
現
在
、
指
数
が
上
昇
す
る
速
度

に
地
域
差
は
あ
る
が
、
多
く
の
村
落
で
指
数
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

第
三
は
、
指
数
に
上
げ
止
ま
り
が
み
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

M
onda

ら
は
、
指
数
を
四
つ
に
分
け
て
対
象
と
す
る
村
落
の
現

状
を
評
価
し
て
い
る
﹇M

onda et al . 2007

﹈。
こ
れ
に
よ
る
と
、
彼

ら
は
指
数
を
三
八
点
以
下
、
三
九
点
か
ら
四
九
点
、
五
〇
点
か
ら
六

五
点
、
六
六
点
以
上
に
分
け
、
三
八
点
以
下
を
「
村
落
変
化
の
初
期

段
階
」、
六
六
点
以
上
を
「
発
展
し
た
地
域
」
と
し
て
い
る
。
本
稿

の
調
査
を
踏
ま
え
る
と
、
一
部
の
地
域
を
除
い
て
、
村
落
変
化
の
初

期
段
階
レ
ベ
ル
（
お
お
よ
そ
三
五
点
以
下
）
の
村
落
が
、
発
展
し
た

地
域
レ
ベ
ル
（
お
お
よ
そ
六
〇
点
以
上
）
に
変
化
す
る
事
例
は
極
め

て
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
多
く
の
村
落
で
指
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数
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
指
数
に
上
げ
止
ま
り
が
み
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
一
部
の
地
域
」
と
は
、
中

央
政
府
主
導
で
地
域
開
発
が
行
わ
れ
、
一
〇
年
足
ら
ず
で
大
き
く
発

展
し
た
沿
岸
地
区
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
急
激
な
変
化
を

経
験
し
た
事
例
は
少
な
い
。

　

本
稿
が
対
象
と
し
た
の
は
村
落
で
あ
る
。
発
展
し
た
市
や
県
は
対

象
に
入
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
市
や
県
の
中
心
部
で
は
、
す
で
に
総

合
病
院
や
高
校
、
専
門
学
校
、
大
型
ス
ー
パ
ー
、
長
距
離
バ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
銀
行
、
大
型
ホ
テ
ル
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
住
宅
に
は
、
ト
イ
レ
や
室
内
浴
槽
な
ど
が
あ
り
、
有
線
放
送
が
整

備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、
電
気
や
上
・
下
水
道
と

い
っ
た
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴

い
各
分
野
の
指
数
は
比
較
的
高
い
。

　

一
方
、
都
市
部
か
ら
離
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
大
型
ス
ー

パ
ー
や
ホ
テ
ル
、
銀
行
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
村
落
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
人
口
が
少
な
く
、
交
通
も
不
便
な
村
落
に
大
型
ス
ー

パ
ー
を
建
設
し
て
も
経
営
上
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
総
合
病
院

や
高
校
、
大
学
が
村
落
に
建
設
さ
れ
な
い
の
も
同
様
の
理
由
が
あ

る
。
現
在
、
村
民
が
病
院
に
掛
か
る
場
合
、
ま
ず
村
落
の
衛
生
院
に

行
き
、
そ
の
後
に
都
市
部
の
総
合
病
院
に
行
く
場
合
が
多
い
。
す
な

わ
ち
、
村
落
に
お
け
る
教
育
や
人
口
、
交
通
、
市
場
、
健
康
、
経
済

分
野
の
指
数
は
都
市
部
の
そ
れ
の
よ
う
に
高
く
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
前
節
の
タ
イ
プ
Ｂ
や
Ｃ
の
事
例
の
よ
う
に
各
種
政
策
や
生
業
転

換
に
よ
り
指
数
が
五
〇
点
前
後
ま
で
上
昇
し
た
村
落
も
あ
る
が
、
そ

の
後
、
そ
の
村
落
の
指
数
に
上
げ
止
ま
り
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
村
落
の
変
化
が
一
定
レ
ベ
ル
ま
で
達
す
る
と
、
そ
の
後
に

教
育
や
市
場
、
経
済
分
野
で
指
数
が
上
昇
す
る
余
地
が
小
さ
い
た

め
、
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
長
江
流
域
の
村
落
を
対
象
に
、
指
標
を
用
い
て
村
落

の
変
化
を
捉
え
、
そ
の
変
化
の
地
域
的
な
共
通
性
と
相
違
性
を
考
察

し
た
。
と
く
に
本
稿
で
は
、
人
口
や
農
業
従
事
者
の
割
合
、
教
育
、

衛
生
、
交
通
と
い
っ
た
一
〇
の
分
野
か
ら
な
る
指
標
を
切
り
口
に
、

村
落
に
お
け
る
各
分
野
の
指
数
の
変
化
を
捉
え
た
。
そ
の
結
果
、
村

落
の
変
化
は
、
指
数
が
上
昇
す
る
時
期
や
速
さ
の
違
い
に
応
じ
て
大

き
く
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
村

落
に
お
け
る
指
数
の
変
化
に
関
し
て
、
⑴
指
数
が
短
期
間
で
大
き
く

上
昇
す
る
場
合
、
そ
の
背
後
に
は
政
府
の
政
策
と
い
う
裏
打
ち
が
あ

る
、
⑵
指
数
が
上
昇
す
る
速
度
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
ほ
と

ん
ど
の
村
落
で
指
数
が
上
昇
し
て
い
る
、
⑶
指
数
に
上
げ
止
ま
り
が

み
ら
れ
る
、
と
い
う
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

た
だ
、
本
稿
の
研
究
方
法
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ひ
と

つ
目
の
問
題
は
、
指
標
を
利
用
し
た
調
査
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

指
標
を
使
っ
た
調
査
の
長
所
は
、
指
標
が
統
一
の
形
式
で
記
載
さ
れ
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て
い
る
た
め
村
落
間
で
比
較
検
討
が
し
や
す
い
点
で
あ
る
。
そ
の
一

方
、
指
標
調
査
で
は
、
指
標
に
記
さ
れ
て
い
る
項
目
で
し
か
村
落
を

評
価
で
き
な
い
と
い
う
欠
点
も
あ
〉
10
〈

る
。
市
場
経
済
が
浸
透
し
て
い
る

村
落
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
一
〇
の
分
野
以
外
に
も
、
生
業
活

動
や
流
通
経
路
、
共
同
体
に
よ
る
資
源
管
理
、
耕
作
面
積
と
換
金
作

物
、
村
落
内
の
規
範
や
民
俗
慣
習
、
出
生
率
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
指
数
な
ど
、

多
く
の
側
面
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
研
究
で

は
、
よ
り
多
面
的
に
村
落
を
評
価
で
き
る
方
法
を
開
発
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
比
較
の
妥
当
性
に
関
わ
る
問
題
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
前
記
の
よ
う
に
村
落
の
な
か
で
も
漁
村
を
多
く
取

り
上
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
漁
村
と
四
川
省
や
貴
州
省
の
民
族
地
区

の
村
落
と
で
は
、
と
り
ま
く
自
然
環
境
や
生
業
戦
略
、
実
施
さ
れ
て

い
る
政
策
が
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
を

同
じ
尺
度
で
比
較
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
付
き
ま
と
う
。
た

だ
、
本
稿
で
は
、
長
江
流
域
を
ひ
と
つ
の
切
り
口
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

村
落
の
変
化
が
全
体
的
な
変
化
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

象
を
ひ
と
つ
の
尺
度
で
切
り
取
り
、
そ
れ
ら
を
比
較
・
分
類
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
た
だ
、
中
国
大
陸
は
広
く
、
同
じ
農

村
で
も
本
稿
で
指
摘
し
た
タ
イ
プ
と
は
異
な
っ
た
変
化
を
経
験
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
さ
ら
に
調
査
デ
ー
タ
を

増
や
す
こ
と
で
、
中
国
に
お
け
る
村
落
の
変
化
と
そ
の
要
因
に
つ
い

て
さ
ら
に
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

注〈
1
〉 

交
通
の
分
野
で
は
、
自
家
用
車
の
所
有
率
が
上
昇
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
自
家
用
車
の
小
項
目
を
追
加
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
バ
ス

お
よ
び
タ
ク
シ
ー
の
指
数
を
調
整
し
た
。
ま
た
衛
生
分
野
で
は
、
小

項
目
の
な
か
に
汚
水
処
理
場
（
三
点
）
の
項
目
を
加
え
た
。
住
宅
で

は
、
村
落
で
電
化
製
品
が
普
及
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
冷
蔵
庫

や
洗
濯
機
と
い
っ
た
耐
久
消
費
財
を
項
目
に
入
れ
た
。
経
済
分
野
で

は
、
ホ
テ
ル
を
そ
の
経
営
規
模
に
応
じ
て
三
ツ
星
以
上
ホ
テ
ル
、
小

型
ホ
テ
ル
、
招
待
所
・
旅
館
に
分
け
た
。
市
場
分
野
で
は
、
商
店
を

そ
の
経
営
規
模
に
応
じ
て
大
規
模
商
店
と
中
規
模
商
店
に
分
け
た
。

〈
2
〉 

社
会
主
義
新
農
村
建
設
と
は
、
電
気
や
水
道
と
い
っ
た
基
本
的

な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
衛
生
院
や
農
業
施
設
の
建
設
、
農
業
技
術
の

指
導
な
ど
を
行
う
こ
と
で
農
民
の
生
活
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、
農
村

と
都
市
の
格
差
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

〈
3
〉 

一
ム
ー
は
六
・
六
六
七
ア
ー
ル
。

〈
4
〉 

Ｑ
村
で
は
一
二
八
世
帯
の
う
ち
八
五
世
帯
は
低
保
世
帯
（
収
入

が
低
く
、
政
府
か
ら
生
活
補
助
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
世
帯
）
で
あ

る
。
地
方
政
府
は
、
低
保
世
帯
に
対
し
毎
月
四
ト
ン
の
生
活
用
水
と

八
度
の
電
気
を
無
料
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

〈
5
〉 
家
電
下
郷
政
策
と
は
、
内
需
拡
大
と
家
電
普
及
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
農
民
や
漁
民
が
家
電
を
購
入
す
る
際
に
価
格
の
一

三
％
を
国
家
が
補
助
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
家
電
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は
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
携
帯
電
話
、
洗
濯
機
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ

ン
、
エ
ア
コ
ン
、
湯
沸
か
し
器
が
あ
る
。
ま
た
、
バ
イ
ク
下
郷
や
汽

車
（
自
動
車
）
下
郷
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

〈
6
〉 
ト
ン
族
は
中
国
全
土
で
二
九
六
万
人
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
貴

州
省
（
一
六
三
万
人
）
や
湖
南
省
（
八
四
万
人
）、
広
西
壮
族
自
治

区
（
三
〇
万
人
）
に
多
く
住
ん
で
い
る
。

〈
7
〉 

改
厠
政
策
と
は
、
中
央
政
府
主
導
で
農
村
の
ト
イ
レ
を
衛
生
上

安
全
な
も
の
（
無
公
害
衛
生
厠
所
と
呼
ば
れ
る
）
に
造
り
変
え
、
農

村
の
衛
生
状
態
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
現
在
、

農
村
人
口
の
約
四
〇
％
は
、
不
衛
生
な
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
る
。

〈
8
〉 

扶
貧
政
策
と
は
、
貧
し
い
世
帯
の
生
活
条
件
を
向
上
さ
せ
、
貧

困
状
態
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
を
目
指
す
政
策
の
こ
と
。

〈
9
〉 

買
い
取
り
価
格
は
、
乾
燥
さ
せ
た
葉
の
質
が
良
い
も
の
が
七
元

／
一
斤
、
普
通
は
五
元
／
一
斤
、
質
が
悪
い
と
二
元
／
一
斤
で
あ

る
。

〈
10
〉 

実
際
の
調
査
で
は
、
こ
の
指
標
項
目
以
外
に
も
現
地
の
生
業
や

換
金
作
物
の
変
化
、
出
稼
ぎ
と
い
っ
た
内
容
も
聞
き
取
っ
た
。
指
数

の
変
化
と
生
業
の
変
容
に
関
し
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。
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